
株式会社 明電舎

1

項目 内容

1.企業情報  業種：製造業
 事業概要：社会システム事業、産業システム事業、エンジニアリング事業、

不動産事業など

 事業規模
(2017/3時点)

2.削減目標
案
※定量値公表
が難しい場合、
定性的説明でも
可

＜Scope１・２の削減目標と削減に向けた取り組み＞
 目標案：

 SF6ガス（電気試験用など）の排出抑制・代替
 燃料の電化、電力の再エネ化（風力売電事業のFIT終了後の活用検討など）
 IoT活用による生産活動の合理化の推進 など

＜Scope３の削減目標と削減に向けた取り組み＞
 発電・変電関連製品などのエネルギー高効率化に係る研究開発への投資
 EV用モータ・インバータ、動力計測など総合技術による、車の排出削減への寄与
 保守サービス事業における、施設運用時の省エネルギー推進
 サプライヤの環境マネジメント構築（エコアクション21など）支援 など
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Scope1+2 排出量
（2017年度比：総量）

2030年度 2050年度

30％削減 70％削減
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項目 内容

3.基準年の
GHGインベ
ントリ

 Scope１・２・３の排出量の状況

※2018/1現時点で基準年(2017年度)の排出量が確定していないため、2014年度の実績に
基づく内訳を示す。カテゴリ11(販売した製品の使用)、次にカテゴリ1(購入した製品・サービス)に
よる割合が多い傾向は変わっていない。
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項目 内容

4.気候変動
によるリスクと
機会の分析

5.削減目標
設定の背景・
目的・期待する
効果など

 明電グループの中期経営計画（2018～2020年度）の策定を機に、
中長期のGHG削減目標の策定を計画。パリ協定で合意された2℃目
標に整合するよう、SBT認定基準にもとづいて検討した。

 顧客や投資家などステークホルダからの要求に応え、ビジネス機会とする。
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項目 内容

6.目標設定
のプロセスと
社内の議論

 環境部門（環境戦略部）で中長期目標の素案を検討し、社内の環
境委員会にて各拠点の理解を得た上で、経営層へ説明した。

 経営層向けに、グローバル・コンパクト・
ネットワーク・ジャパンの後藤理事を招き、
環境経営セミナーを開催(2017/12)。
中長期ビジョンの重要性などを含め、
最新動向を解説いただいた。

 目標未達を不安視する意見があったが、「ありたい姿」からバックキャスト
で目標設定し、情勢変化に柔軟に対応する考え方に理解を求めた。
特に、脱炭素化やEV化の潮流が、当社の事業的にも「機会」につなが
ることを強調。

7.今後の課
題

 当社グループの生産活動における再生可能エネルギー比率はまだ低い。
脱炭素化の実現には、当社自身が自社のエネルギー関連製品の技術・
コスト面で課題を克服する必要があり、それはまさしく事業機会でもある。

 また、業界やサプライチェーン全体で協調し削減に取り組むため、情報共
有や対話に努めていく。
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